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台風１２号の降雨状況

総雨量分布図（8月30日18時～9月4日24時）

和歌山地方気象台 「気象速報（台風１２号）」より

○和歌山県の年間降水量

紀北地域 １,５００～２,０００ｍｍ
紀南平地 ２,０００ｍｍ

山地 ３,５００ｍｍ以上

○台風１２号総雨量最大観測所

大杉観測所 １,９９８ｍｍ
（ 8月30日18時～9月4日24時)

※Ｓ２８水害を上回る降水量
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県内の被害状況

死 者 行方不明者

５２ ５

人的被害の状況 (人）

浸水被害の状況 (棟）

全 壊 半壊･

一部破損

床 上

浸 水

床 下

浸 水

３６８ ２，００８ ２，６６６ ３，１３８

主な土砂災害箇所

主な浸水被害箇所

田辺市
伏菟野地区

田辺市
真砂地区

田辺市
熊野地区

田辺市
三越地区

（11月8日 15:30現在）

（11月8日 15:30現在）

２

那智勝浦町
井関地区他



県内の大きな被害箇所

熊野川下流

朝日新聞９月５日

日高川町

那智勝浦町市野々
３

新宮市熊野川町 熊野那智大社



被災地への職員派遣等支援

• 避難所支援業務
• 避難所等健康管理、健康調査業務
• 市町村役場支援業務（り災証明書発行事務等）

• 公共土木災害復旧工事支援業務
• 住家の被害認定業務
• 道路啓開、道路規制業務
• 災害廃棄物処理業務
• 瓦礫、土砂撤去等清掃業務
• 農地農業用施設災害状況把握業務
• 緊急治山事業査定書類作成業務
• 林道（市町村管理）被災状況調査業務
• 下水道施設（市町村管理）被災状況調査業務
• ボランティアセンター支援業務 等

４

◆避難者健康管理業務、市町村役場の保管業務、住家の被害
認定業務など、これまで延べ約４，０００人の県職員を派遣

主な業務内容 （※１１月２１日現在）

初動期から、県職員を
異例の規模で投入



５

JR紀勢線
（那智川鉄橋流出）
１２月３日復旧予定

復旧完了！幹線道路

国道１６８号
（新宮市相賀地内）
１０月１４日開通済み

国道４２４号
（有田川町修理川地内）
１１月１日開通済み 国道３７１号（高野龍神スカイライン）

（有田川町上湯川地内）
１０月２１日開通済み

国道４２４号
（みなべ町清川地内）

国道３１１号
（田辺市中辺路町栗栖川地内）
１０月４日開通済み

県道那智山勝浦線
（那智勝浦町川関地内）
１０月１日開通済み

那智川の鉄道被害



和歌山県復旧・復興アクションプログラム

紀伊半島大水害による甚大な被害からの早期復旧・復興のために１１月１日、
復旧・復興本部を設置、「和歌山県復旧・復興アクションプログラム」を策
定、

これまでの防災・減災対策に加え、新たな風水害対策にも取り組むことで、
より災害に強い県土づくりを目指します。

※継続事業あり

長期対策

平成２３年度

復旧・復興本部会議、復旧・復興連絡調整会議等で進捗管理

平成２４年度 平成２５年度以降

短期対策

中期対策

～進捗スケジュール～

今まで取り組んできたことや発表済みの新たな施策、２４年度新政策を、短
期・中期・長期に分類・整理し、目標を持って取り組む！

６



東日本大震災の教訓
• ハード（堤防･護岸等）を過信してはいけない。

• ソフト（ハザードマップ等）も過信してはいけ
ない。

• 安心情報は危険な場合がある。

• 市町村の機能が喪失する可能性がある。

７

対策

和歌山県「防災･減災対策の総点検」



何故、現在の想定を基にするのか？
１）３連動地震・自然地形ベース・満潮水位ベース・最大波が第一波

→現想定・シミュレーションは、相当厳しい最悪シミュレーション
２）国の被害想定のタイムスケジュールがある→科学的見直しは目前

８

□　和歌山県の防災・減災対策の総点検の実施スケジュール

短期（６月末まで）

緊急点検（短期）

現在の被害想定を基に６月末までに実施

中期対策

予算措置が必要な対策で、専門家からの助
言をいただき、対策を実施

長期対策

国が新たに被害想定を策定するのに併せ
て、県でも被害想定を見直し、それに伴う
対策を実施

中期（10月or年度内に実施）

長期（国が新たに被害想定を策定するのに併せて実施）

中期（予算措置後実施）

専門家会議

短期＝緊急点検については、７月までに実施し結果を公表(８月
２日)

和歌山県「防災･減災対策の総点検」



避難場所等の見直し、緊急点検

津波避難タワー（☆）

　避難ビル
   ○○マンション（☆）

浸水予測ライン

△△地区会館（☆☆）
××山公園（☆☆☆）

□□寺（☆☆☆）

○○小学校（☆☆）

レベル３（☆☆☆）　・・・　浸水の危険性がない地域に、より標高が高くより離れた安全な場所を指定

レベル２　（☆☆）　 ・・・　浸水予測近接地域に、緊急避難先（レベル３）へ避難する余裕が無いときの緊急避難先として指定

レベル１　（ ☆ ）    ・・・　浸水の危険性がある地域に、時間的に緊急避難先（レベル２、３）に避難する余裕がない場合に対
　　　　　　　　　　　 　　　　応するために緊急避難先として指定

○○カントリークラブ（☆
☆☆）

　避難ビル　▽▽ハイツ（☆）
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水門・樋門、陸閘の調査と対策
操作者の安全を確保するため、水門・樋門の閉鎖に要する時間を調査し、津波の到達時間を
勘案した安全管理対策について点検するとともに、陸閘の閉鎖徹底を図る

【項目】
・操作者が東海・東南海・南海地震津波到達想定時間までに水門・樋門を閉鎖し、指定され

た避難所まで避難できるか調査
・陸閘についても、常時閉鎖徹底が可能か調査

【調査結果】

【今後の対応】
水門・樋門
・避難が困難な施設４６基は「操作せずに逃げる」という運用方針を操作者へ通知
・中長期対策として自動化等整備を実施
陸閘
・調査前に常時閉鎖しているのは３２基だったものが、新たに１８８基が常時閉鎖
・階段、スロープ等代替通路の設置などで廃止が可能であれば廃止する

○水門・樋門の調査結果

基数 (%)

※余裕３０分未満 2 2

※余裕２０分未満 5 5

※余裕１０分未満 2 2

※余裕　５分未満 6 7

避難困難 46 51

18 20

12 13

91 100

※津波到達時間－（移動時間＋操作時間）＝余裕時間

遠隔・自動化済み

津波時に操作不要(ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ等）

合　　計

内　　容　

操作後、
避難所に到着する
時間

○陸閘の調査結果

基数 (%)

220 44

278 56

498 100合　　計

内　　容　

利用時には開いているが、夜間等
利用しない時は閉鎖できる陸閘

車の通行等が頻繁にあり、常に開
放している陸閘

安全管理対策
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孤立集落のヘリコプター離着陸場調査

【調査内容】
・県内６０２の孤立可能性のある集落を対象にヘリコプター離着陸場と備蓄状況を調査

【調査結果】

※ヘリコプター離着陸場がない４６５集落全ての地区でホイスト活動が可能

【今後の対応】
・市町村と連携し、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ離着陸場の適地調査を行い、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ

離着陸場の整備や備蓄強化対策について、計画を策定
・長期対策として、市町村が計画に基づきﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ離着陸場を整

備し、県は整備費の助成

平成２１年度に行った「孤立集落通信確保事業」により、すでに孤立集落と市町村との間の
通信手段は確保している。

孤立集落対策
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NTTドコモのエリアメール導入

都道府県としては全国初！
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孤立集落通信確保事業(平成２１年度)

衛星携帯電話

○県が孤立集落への通信機器導入経費を支援(定額)

○通信機器は、防災行政無線・衛星携帯電話を基本とし、
市町村所有の既設設備を活用

○約６００集落のうち、３９２集落が固定電話・携帯電話
以外の通信機器が無く、そこに整備

○衛星携帯電話は９台、残りは全て無線系(市町村の選択)

市町村災害対策本部

防災行政無線(移動系)

簡易無線

１３

有効だった以前からの対策



もっとも大事なこと

家族で避難先を確
認し、避難カードを
書こう！
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